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地域が直面する課題 
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公共施設の老朽化 
 

 

雇用機会の減少 
 

 

人口減少・少子化・高齢化 
 



人口減少時代における都
市の再構築  
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地域 
拠点 
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【現 状】 

小学校時代 
 

高校時代 
 

約8割の若者が一度地域を離れる 

 

将来的にも飯田に 
帰って来ない 

 

中学校時代 
 

年齢を重ねるごとに地域と
の関わりが薄くなる 

地域の魅力・誇りを持てる前
に地域を離れてしまう 

ふるさと意識や愛着
の欠落 

地域を担う人材不足 

 

地域の活力の低下 

 

大 地域との関わり 小 

人材のサイクルが 
構築できない 

 

人材の流出 
 

就職 

進学 

地域にダイナミズム 
を起こせない 

 

高校卒業まで（一度地域を離れるまで）に、
地域に愛着と誇りを持てる人材の育成を、
一貫して実施することが重要 
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定住自立圏の構築 それぞれの段階における人材のダムづくり 

大都市圏 南信州 
172,000人 

飯田市 
106,000人 
中心市 

３町10村 
66,000人 

山 里 街 人口 人口 

都市機能･生活機能の確保 
定住自立圏形成協定 
多様性の保持･魅力の向上 

飯田市中山間地域振興計画 飯田市中心市街地活性化計画 

【飯田市】 

【南信州】 

【国内】 

人材サイクルの構築 

山の魅力 街の魅力 
山･街の空洞化に歯止め 

文化経済自立都市 

南信州定住自立圏 

圏域人口 
の確保 

基礎自治体の 
自立に向けた取組 

基礎自治体 
の連携 
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帰ってこられる    
産業づくり    

住み続けたいと感じる 
地域づくり 
 

 
 
    帰ってきたいと 
    考える 人づくり 
 

地域医療 ・地域健康ケア計画 

地域自治組織 ・環境モデル都市 

地域産業クラスター 地育力・都市農村交流・学輪ＩＩＤＡ 

多様な主体による協働 

文化経済 
自立都市 

持続可能な地域づくりのために 

飯田市の市政経営の方向 
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地域医療の現状 
背景①高齢化の急速な進行：老年人口（Ｈ24.10）　全国24.1％、県27.4％、
                                           当医療圏30.1％（全国＋6.0％） → 今後10年入院患者増加

背景②少ない医療資源：医師数(Ｈ22.12対10万人)　全国219.0人、県205.0人、
                                           当医療圏173.4人（全国△45.6人）

背景③広い面積で、山間へき地も抱えること。また、高度専門医療機関から遠距離のため、圏域
　　　　 内で一定水準の医療を確保する必要がある。３次救急やドクターヘリ配備の要望も多い。

 健やかに安心して暮らせるまちづくり 
        →  「医療の充実」が重要 
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① 産科問題懇談会の取組みや医療機関の連携により出産受け入れを何とか維持している状況

② 救急医療において、医師不足の中で病院群輪番制を維持するための協力体制や分担が必要

また、ドクターヘリによる信大等への搬送需要が多く、２次医療圏の救急機能向上が必要

③ がん診療や治療において、がん拠点病院としての機能の充実が必要

④ 脳卒中や心筋梗塞等においても、急性期病院の機能が十分でない現状

⑤ 少ない医療資源で地域医療を守るには、医療機関の機能充実と連携強化が必要



経費負担等（共同） 

医療分野の取組（救急医療体制の確保） 

飯田市 周辺13町村 

住民 
６．４万人 

役場 

市立病院 
（救命救急センター） 

病院（輪番制） 

医療関係者（医師会、歯科医師会、薬剤師会等） 

運営 

設置 
開業医･病院（在宅当番医制） 

利 用 利 用 

休日夜間 
急患 

診療所  

市民 
１０．５万人 

市役所 
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※休日昼間のみ 

運営：飯伊地区包括医療協議会 

定住自立圏 
協定項目 



飯田市立病院について 

１．経常収支の状況 
経営改善に取り組んだ結果、 
平成２１年度以降は黒字となり、 
平成２４年度も約３億円の黒字となりました。 

２．常勤医師数の推移 

○飯田市が取組む医療政策 

  ◎飯伊包括医療協議会（医師会・歯科医師会・薬剤師会） 
  との連携・協力体制の強化を今後も引き続き図っていく 
 
平成２１年  定住自立圏協定の締結(救急・産科) 
平成２２年～ 中学生までの医療費無料化 
平成２２年～ 病児・病後児保育の開始 
平成２６年～ 飯田下伊那診療情報連携システム 
        [ism-Link]について定住自立圏追加協定 

少ない医療資源（Ｈ24.12月時点、１０万人当たりの医師数） 
全国：227人 県211人 当医療圏：179人（全国△48人） 

経常収支
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３．第３次整備事業（北棟・南棟増築） 
～ 救命救急・がん診療・産科等の充実に向け ～ 

 （ 平成２３～平成２５年度 約３１億円 ） 

安全安心の確保 
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医師総数（約1.5倍に増加）76人（H17） → 99人（H25）（研修医を含む） 
 
総職員数（約1.6倍に増加）560人（H17） → 894人（H25） 
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地域経済活性化プログラムの策定 

• 地域の経済自立度を７０％にするために産業界、市民、経済団体、行政がスクラムを組ん
で（地域ぐるみで）実施する事業を具体的に明示。 

• 現場主義の徹底により現場の改善から生み出される効果的な施策を立案、実施 

• 地域経済活性化プログラムは、産業界、市民を交えた評価、点検を行い、毎年プログラム
を見直す。（PDCAサイクル） 
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地域全体の必要所得額 

地域産業からの波及所得総額 
経済自立度＝ 



必要 
所得額 

45% 

40% 

15% 

 Ｈ13年（自立度は45％） 
地域産業からの波及所得 

・工  業 １,３９８億円   
・農林業   ２４０億円  
・観光業    ８２億円       
   計  １,７２０億円 

地域住民１７万８千人の必要所得は ３７２４億円 
（地域経済活性化プログラムの対象は南信州圏域全体の住民） 

支援減少 

公的業務からの波及所得 
１６５５億円 

不足額 
３２１億円 

南信州定住自立圏の経済自立度向上を目指して 
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30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

55.0%

60.0%

Ｈ14Ｈ15Ｈ16Ｈ17H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

経済自立度の推移 

Ｈ１５  自立度→４３.５％ 
Ｈ１９  自立度→５４．９％ 
Ｈ２１  自立度→４２．２％ 
Ｈ２４  自立度→４８．５％ 
Ｈ２５  自立度→４７．９％ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当面目標： Ｈ２８ 
自立度→ ５４．９％ 

波及所得１９３６億円 

最終目標：  
自立度 →７０％ 

波及所得２４００億円 

H20 リーマンショック 

・地方分権一括法施行（H12.1） 
 伴う三位一体改革 

 背景：膨大な財政赤字 



公益財団法人 南信州・飯田産業センター 
～地域のものづくりの明日を拓く中心組織として～ 

人材サイクルを構築するﾀﾞｲﾅﾐｽﾞﾑの視点 
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定住自立圏 
協定項目 

 ものづくりの拠点 
  ～ 飯田独自の事業展開 ～ 
 
 ◆地域産業振興事業 
 ◆産業技術大学 
 ◆ビジネスネットワーク支援センター  
 ◆工業技術センター（各種試験・技術相談） 
 ◆ＥＭＣセンター（電磁波防止技術関連） 
 ◆環境技術開発センター（インキュべーション関連） 
 ◆地場産品紹介、販売 信州大学 

明治大学 

長野高専 

諏訪東京理科大学 

長野県総合技術センター 

飯田信用保証協会 

飯田信用金庫 

八十二銀行ほか 

浜松商工会議所 

豊橋商工会議所 

大学・公設試験機関 

金融機関 

飯田商工会議所 

商工会連合会ほか 

支援機関 

三遠南信ネットワーク 

精密機械工業系   １９６社 

電気・電子工業系    ９４社 

食品産業系      １４８社 

伝統産業（水引他）   ８２社 

域
外
と
の
結
び
つ
き
が
強
い しんきん南信州地域

研究所 

シンクタンク 

長野県 

飯田市、周辺13町村 

自治体 
主な企業群 

資金 
人材 

食農 
クラスター 

航空宇宙 
クラスター 

環境 
クラスター 

健康・医療 
クラスター 
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地域内一貫生産・受注体制の構築構想 



定住自立圏構築のための産業ダイナミズム創発 

地域産業支援機関（地場産業振興センターなど） 
◆技術力 ◆マーケティング力ほか 

売上 

売上（付加価値） 

技術力 

（地域の自立度） 

戦略的集中型補助金の拡充 
（研究開発投資へのリスクマネー供給） 

◆人材育成 ◆認定支援  
◆開発・試作支援 

ネットワーク支援 
（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀなど） 

損益分岐点 ◆人材育成  ◆
人材獲得 

◆認定支援  ◆
試作補助 

◆地域戦略産業へ
の国策の強化 

分散型補助金 
による芽だし 

民間金融機関 
による対応 

地域における政策的金融機能の強化 
◆ナレッジバンク機能  

◆マネーバンク機能 
 利子補給、保証の拡充 

 ※研究開発等投資企業への出資・無利子融資枠等 

 圏域における 
   クラスター戦略の事業例  

 経済自立度の分析 
 と明確なプログラムづくり 

Seeds 

弱体化した政策金融機能の補完 
15 H22.04 飯田市金融政策室の設置 



（市の組織） 

①地域自治区 

②地域協議会 

③ 自治振興センター・公民館 
●地域協議会の事務局 

●多様な主体による地域づくり活動への支援 
●行政の窓口サービス 

●学習支援 

任命・諮問 答申・意見 

教育委員会 

自
治
会
長
会 

交
通
安
全
会 

防
火
防
犯
委
員
会 

環
境
衛
生
組
合 

青
少
年
健
全
育
成
会 

地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

選出 

地域の実情に合わせて設置 

（住民組織） 

④まちづくり委員会 

地
域
振
興
委
員
会 

生
活
安
全
委
員
会 

環 
境 
委 
員 

会 

健
康
福
祉
委
員
会 

公
民
館
・育
成
委
員
会 

○ 

○ 

○ 

○ 

委
員
会 

連携・協働 

委
員
公
募 

委員推薦 

（市の組織） 

地域の実情に合わせて設置 

               地 域 住 民 

 地域協議会 
（住民組織） 

 まちづくり委員会 

飯  田  市 
 

任命・諮問 

連携・協働 

地域自治組織 

隣組 隣組 隣組 

町内会（自治会） 

地
域
振
興
委
員
会 

生
活
安
全
委
員
会 

環 
境 
委 

員 

会 

健
康
福
祉
委
員
会 

公 

民 

館 

○ 

○ 

○ 

○ 

委
員
会 

 
パワーアップ地域交付金 教育委員会 

委
員
公
募 

委員推薦 

答申・意見 

 自治振興センター・公民館 
●地域協議会の事務局 

●多様な主体による地域づくり活動への支援 
●行政の窓口サービス 

●学習支援 

地区基本構想 ⇒ 市内20地区中、１７地区で策定 
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生活に最も密着した日々の活動を展開 

地区分館（自治公民館）【１０３館】 

 
２０館の連絡調整や 
全市的事業を展開 

飯田市公民館 

 
住民が主体となり 
行政と二人三脚 
で活動を展開 

地区公民館【２０館】 

公民館運営審議会 
（１４人） 

専門委員会 
  文化・体育・ 
  広報・育成など 
地区からの委員で構成 
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地域におけるダイナミズムの創発に向けて 
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【地域モデル：おひさま進歩のダイナミズムを例に】 

学びの土壌  
 ○学びが地域をつくる！  
 ○これをいかにつくるかが重要! 

 ○飯田市にはその土壌がある！              

公民館活動  
  ○新しい可能性を感じ 
 ○自分の意志で 
 ○地域の役に立つ 

多様な主体 
との協働 

行政 

市民 

専門家 

NPO法人の設立  
 NPO法人南信州おひさま進歩 
○思いを持った人がつながり、協働
のもと実践する 

企業 

電力会社の設立  
おひさま進歩エネルギー(株） 
○21世紀型のビジネスモデルに成
長 

ダイナミズム 

http://blog-imgs-40-origin.fc2.com/a/o/7/ao777/tree_3.png
http://blog-imgs-40-origin.fc2.com/a/o/7/ao777/tree_3.png


「学び」と「交流」が地域をつくる  

体験修学旅行 
平成８年３校  

→ 昨年度は96校 

   約12,000人 

ﾜｰｷﾝｸﾞﾎﾘﾃﾞｰ 
平成10年32人 

 →昨年度は382人 

南信州・飯田 

フィールドスタディ 

平成20年～ 

昨年度は18大学約650人 

 大学連携会議 

  「学輪IIDA」 

（知のネットワーク） 

様々な大学との有機的なネット
ワークの形成。30大学約80名
の研究者等が参画。 

 

「学び」と「交流」による取
組の高度化 

【都市と農村の交流から大学連携への展開】 
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専門家による長期継
続的な関与 

「学び」と「交流」が地域をつくる  

http://blog-imgs-40-origin.fc2.com/a/o/7/ao777/tree_3.png
http://blog-imgs-40-origin.fc2.com/a/o/7/ao777/tree_3.png
http://blog-imgs-40-origin.fc2.com/a/o/7/ao777/tree_3.png


          飯田大学連携会議 「学輪IIDA」 
○平成23年1月、飯田と関係を深めてきた大学・研究者等で設立。現在30大学約80名の研究者等が参画。 
○コンセプトは、21世紀型の新しいアカデミーの機能や場づくり。                           
○学輪IIDAの取組を通じて、研究者同士が相互に知り合い親交を深めつつ、モデル的な研究や取組を  
 地域とともに行っていく試み。                                         

教育界 
産業界 

行 政 

住 民 

学習 

シンク   
タンク 

交流 研究 

専門的な
知見の 
融合 

学輪IIDA 

学輪IIDAの取組 
 ☆学輪IIDA全体会 
 ☆プロジェクト活動 
 ○飯田工業高校後利用 
 ○共通カリキュラム構築 
  （単位化）など 

リニア将来ビジョン 
 
 
 

小さな世界都市 高付加価値 
都市圏 

守るべきもの 
備えるべきもの 多様な主体 

・東京大学 
・東京農工 

大学 
・立教大学 

・事業構想 
 大学院大学 
・上智大学 
・明治大学 

・法政大学 
・東京農業大学 
・東洋大学 ・名古屋 

大学 
・愛知大学 
・名城大学 

・豊橋技術科学
大学 

・日本福祉 
大学 

・京都外国語大
学 

・追手門学院大
学 

・同志社大学 
・立命館大学 

・和歌山大学 

 

モデル事業 

プロジェクト 

・信州大学 
・高崎経済大学 
・筑波大学 

飯田を起点に相互につながる 
有機的なネットワークの形成 

・大阪大学 
・大阪市立大学 
・大阪芸術大学 
・関西大学 

 

知
見

 
知のネットワークによる21世紀型戦略的地域づくり 

・飯田女子短期 
大学 

・立命館アジア太
平洋大学 
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学術研究都市     
  21世紀型の大学機能を追求 



ラウンドアバウトの特徴 
・交差点を直進的に通過できない
ため、速度が低下し事故を軽減 

・交差点内は一方通行のため、安
全確認は基本的に右側のみ 

・一定の交通量までは信号交差点
よりも待ち時間が短い 

・信号機が不要なため、環境に優
しく、信号停電時にも機能する 

写真提供：株式会社飯田ケーブルテレビ 

整備後、視界がすっきりし、 
景観の質も高まった｡ 
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○国内にごく稀にしか存在しないラウンドアバウト （GHQの置き土産） 
○整備における地域や行政のニーズと公安当局との意識のずれ （社会実験不足） 
○名古屋大学（国際交通安全学会）と地域住民との共同による社会実験  
 (専門的な知見と地域の取組との融合。専門家の力により有効性の裏付けを確保する） 

○信号機の交差点からラウンドアバウトへの整備  （国内初の取組への展開） 

大学連携の 
取組事例 



【あるべき姿・目指すべき姿】 

小学校時代 
 

高校時代 
 

中学校時代 
 

小中連携・一貫教育 

 

大学時代 
 

進学・就職等で一度      
地域を離れても 

 

将来的に飯田に帰って来て、 
地域を担う人材として活躍する 

 

一貫した（軸の通った）人材育成が重要 

人材サイクル構築の観点 

「地育力」による心豊かな人づくり 
 

就職 

進学 

公民館活動 
 

大学連携・フィールドスタディ 

 キャリア教育 

 

地域に愛着と誇りを 
持っていれば 

 

地域にダイナミズム 
を起こす 

 

大学連携の取組も、人材サイクルの構築や 

地域にダイナミズムを起こすための起爆剤 

 ※南信州・飯田フィールドスタディ 

 ※大学連携会議「学輪IIDA」 

  

 

地域人教育 

 高大連携 

 

これが出来てい
れば 
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人口増加、高度経済成長 
（右肩上がりの時代） 

人口減少、少子化、高齢化、低成長、財政難 
（右肩下がりの時代） 

課題Ａ 

A省庁 B省庁 

基礎自治体 

補助A 許認可B 

都道府県 
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（客体）住民、事業者 

課題Ｂ 

   自分たちの地域は 
   自分たちでつくる 
   自主自立の時代へ 

国・都道府県 

（主体） 住民、事業者 

＜基礎自治体＞ 

環境整備 
（権限移譲） 

支援 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（管
理
） 

協
働
・共
創 
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